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TEXT AND TEXTUALITY IN JAPANESE COURT POETRY
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2019年度イベントカレンダー（予定）
日付 イベント
1月15日（火）～9月14日（土） 通常展示「和書のさまざま」
7月22日（月）～8月9日（金）　
アーカイブズカレッジ（長期）
8月26日（月）～9月13日（金）
10月15日（火）～12月14日（土） 企画展示「本のかたち本のこころ」
10月25日（金） 総合研究大学院大学日本文学研究専攻入試説明会
11月2日（土） 古典の日講演会
11月4日（月・振休）～9日（土） アーカイブズカレッジ（短期）　於：熊本市
11月15日（金） 日本語の歴史的典籍国際研究集会
11月16日（土）～17日（日） 第43回国際日本文学研究集会
11月22日（金）～28日（木） 総合研究大学院大学文化科学研究科出願受付期間
2020年１月14日（火）～ 通常展示「書物で見る日本古典文学史」
国文研ニュー ズNo.55
大学支援「国文研でゼミを」　大学教員の皆様へ
表紙絵資料紹介
国文学研究資料館のゼミ室で、豊富な所蔵資料を利用しながらゼミや講義を行うことができます。
※学部・大学院で行っている日本文学や日本史の授業が対象となります。
◆詳細は当館WEBページをご覧ください。
　https://www.nijl.ac.jp/activity/education/semi/post_43.html
『子
こ
易
やす
の本地』　〔江戸前期〕写。2軸。上巻・天地33.3×全長1191.5㎝、下巻・天地33.3×全長1224.6㎝。
本書は、二面八足の異様なる形姿で誕生した男女双体児が苦難の末に清水寺末寺の泰産寺子安塔の地蔵となるまでを
描いたお伽草子（室町物語）。二面八足の異常児が危難を脱し、子安の神（地蔵）となる基本構造を持つ『子やす物語』は、
その内容から二つの系統に大別される。一つは、『百練抄』永万元年（1165）前後に記載された二面八足の異常児の誕生と
都での怪異現象をめぐる記事に基づく物語で、ニューヨーク公共図書館のスペンサー・コレクション蔵の奈良絵本3帖や
ハーバード大学フォッグ美術館蔵の巻子2軸などが知られている。もう一つは、異常児の苦難と幸福という基本構造を同
じくしつつも、時代設定や人物名など細部は異なり、最終的に丹波大江坂の子安地蔵堂の由来を説く。慶應義塾大学附属
斯道文庫蔵の寛文元年（1661）刊の絵入り版本、および白百合女子大学
図書館蔵の巻子2軸が知られる。本書は後者の系統の物語で、用字など
細かな異同はあるものの、白百合女子大学蔵絵巻と同系統のものである。
本書は鳥の子紙に金泥で草花等の下絵を施した豪華な絵巻で、上巻6
図、下巻7図の合計13図を付す点も白百合女子大学蔵絵巻と共通する。
ただし、両者の絵師は異なり、絵の構図などにも相違が認められる。詞
書は寛文・延宝頃の絵巻の筆耕として知られる朝
あ さ
倉
く ら
重
じゅうけん
賢の筆で、本絵巻
を収める木箱の蓋にも同筆の書名が付されており、貴重である。表紙に
掲出したのは、災いの真因である二面八足の鬼を退治する場面。2018年
度新たに収蔵された臼田甚五郎氏旧蔵資料の一点。
 （恋田　知子）
